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里親フォーラム  

令和元年１０月２０日（日）あじさい会館で行われた里親フォーラ

ムには、１５６名と、多くの方にご参加いただきました。 
女優のサヘル・ローズさんの講演では、ご自身の養子としての体験

をとおし、血縁を越えた、親子の強い絆についてお話し頂きました。 

 相模原市の里親さんによる体験談では、里親さんと子どもの、長年に

わたる心温まる交流についてお話しいただきました。サヘルさんの講

演のテーマは「出会いこそ、生きる力。」涙を流しているお客様も多く、 

人と人との出会いの大切さについて深く考える機会になりました。 

１０月は里親月間です 
橋本駅、相模原駅、相模大野駅、ギオンスタジアムなどで里親制度の普及

啓発活動をしました！ 相模原市では、まだまだ里親が足りません。 

多くの方に里親になっていただくためには、まずは里親制度を知っていた

だくことが大切です。啓発活動には、ホームタウンチームのＳＣ相模原、 

ノジマステラ、ノジマ相模原ライズ、三菱

ダイナボアーズの皆さんも協力をしてく

ださいました。 

ありがとうございました！ 

里親になって（市内在住 里親Ｓさん） 
里親生活20年になろうとしています。多くの子どもたちと出会い、里親子の縁を結んできました。里子が初めて我が家に来るときは、毎回とても不安

で暗い表情をしています。その子たちが笑顔を見せ始め、わがままを言い出し、いつか、いるのが自然の家族になっていきます。 

 昨年、我が家に来た子が今年来た年下の子にそっと、「心配ないよ、ずーっとここにいられるからね。」と話して 

いました。年下の子は、少しホッとしたようでしたが、本当にうれしかったのは、それを聞いていた私です。 

里親生活は、子どもたちだけではなく、私たち自身にも、多くの喜びを残してくれます。孫のいる年になっても、 

お母さんと慕ってくれる小さな子たちに囲まれて、これ以上の幸せはないと思います。そして、子育て中に知り合っ 

た知人、友人、温かい目で見てくれる近所の人たち、その人たちの優しさを感じ取れることは本当に喜びです。 

さて、今いるこの子たちは、どんな笑いと涙、そして、出会いを持ってきてくれるでしょう。今から楽しみです。  

  

 

相模原市の里親登録数は現在６７組！ これからも、相模原市の里親制度についての情報を発信していきます！ 


